
前
回
、
C
F
O
の
視
点
か
ら
見
た
年
金
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

あ
り
方
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
今
回
は
、
年
金
制
度
と
財

務
と
の
関
係
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。

年
金
の
資
金
特
性

ま
ず
は
じ
め
に
年
金
資
金
の
資
金
特
性
に
つ
い
て
簡
単

に
整
理
し
て
み
た
い
。
一
言
で
い
え
ば
年
金
資
金
は
母
体

企
業
に
と
っ
て
か
な
り
独
特
の
存
在
と
い
え
る
。
母
体
企

業
は
、
年
金
制
度
に
対
す
る
掛
金
拠
出
義
務
、
資
産
運

用
方
針
の
実
質
的
な
監
督
義
務
お
よ
び
そ
の
結
果
責
任

を
負
う
。
し
か
し
、
資
金
の
所
有
権
は
、
拠
出
し
た
時
点

で
加
入
者
等
に
移
る（
具
体
的
な
個
々
人
に
移
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
加
入
者
等
の
集
団
の
も
の
に
な
る
）。
そ
れ
故

に
、
積
立
剰
余
状
態
で
年
金
制
度
を
終
了
し
て
も
企
業

側
は
そ
の
果
実
を
享
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
資
産
運
用
等
が
好
調
で
想
定
以
上
の
果
実
が
獲
得

で
き
た
場
合
に
は
、
企
業
は
掛
金
引
下
げ
と
い
う
形
で
長

期
分
割
し
て
果
実
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
。
母
体
企

業
に
と
っ
て
年
金
か
ら
の
恩
恵
は
長
期
軸
と
い
え
る
。
こ
れ

は
、
会
計
基
準
が
変
更
に
な
っ
て
も
実
体
と
し
て
は
変
わ

ら
な
い
。
同
じ
有
価
証
券
運
用
で
あ
っ
て
も
、
母
体
自
ら

が
保
有
す
る
有
価
証
券
と
は
本
質
的
に
企
業
に
与
え
る

影
響
が
異
な
る
。
年
金
資
産
に
お
け
る
短
期
的
な
損
益

は
、
投
資
有
価
証
券
の
よ
う
に
仮
に
収
益
を
実
現
し
て
も

即
配
当
原
資
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

退
職
給
付
会
計
に
つ
い
て

ま
た
、
年
金
会
計
は
、
財
務
会
計
に
と
っ
て
大
変
馴

染
み
に
く
い
会
計
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
多
く
の
勘

定
科
目
が
過
去
実
績
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
に
対
し
、
年

金
会
計
は
、
過
去
実
績
そ
の
も
の
よ
り
、
選
択
し
た
退

職
給
付
債
務
の
計
算
式
、計
算
前
提
の
将
来
の
見
込
み
、

金
利
環
境
等
に
よ
っ
て
数
値
が
劇
的
に
変
化
す
る
か
ら

で
あ
る
。
年
金
会
計
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
要
素
が
非
常
に

強
く
反
映
さ
れ
た
会
計
と
言
え
る
。
そ
れ
故
に
、
現
時

点
の
退
職
給
付
債
務
自
体
も
、
あ
る
基
準
に
従
っ
た
一

つ
の
評
価
額
で
、
唯
一
の
解
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
余

談
で
は
あ
る
が
、
会
計
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の
一
環
と
し

て
、
日
本
の
会
計
基
準
の
設
置
者
で
あ
る
企
業
会
計
基

準
委
員
会
で
は
現
行
の
計
算
式
の
見
直
し
も
検
討
し
て

い
る
。

ま
た
、
年
金
差
損
益
の
即
時
認
識（
年
金
制
度
か
ら

発
生
し
た
差
損
益
を
全
額
即
時
処
理
す
る
こ
と
）へ
の

変
更
の
話
題
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、
C
F
O
は
財
務
会

計
へ
の
数
字
上
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
年
金
の
資
金
特

性
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
。
仮
に
単
年
度
ベ
ー
ス
で
百
億
円
の
損
失
が
発
生
し

て
も
、
母
体
の
有
価
証
券
運
用
か
ら
発
生
し
た
も
の

と
年
金
会
計
か
ら
の
も
の
と
で
は
本
質
的
な
財
務
イ

ン
パ
ク
ト
は
異
な
る
。
C
F
O
に
と
っ
て
財
務
会
計
対

策
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
最
終
目
標
は
企
業
価

値
向
上
で
あ
る
。
C
F
O
は
、
財
務
諸
表
に
反
映
さ
れ

る
短
期
的
な
視
点
と
企
業
価
値
向
上
に
資
す
る
中
長

期
的
な
視
点
の
両
方
を
常
に
意
識
し
て
投
資
判
断
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
財
務
諸
表
で
は
表
現
で

き
な
い
年
金
運
営
戦
略
に
つ
い
て
は
、
年
金
I
R
を
充

実
さ
せ
る
な
ど
、
別
の
手
段
で
溝
を
埋
め
る
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
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年
金
制
度
の
節
税
効
果

年
金
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
節
税
効
果
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
年
金
掛
金
が
全
て
損
金
算
入
で
き
る
こ
と

か
ら
き
て
い
る
。
し
か
し
、
年
金
制
度
の
節
税
効
果
と
は
、

単
純
に
掛
金
額
だ
け
で
は
語
れ
な
い
。
一
般
的
に
年
金

制
度
は
退
職
一
時
金
制
度
か
ら
の
移
行
で
、
退
職
一
時

金
制
度
の
給
付
額
も
、
損
金
算
入
が
で
き
る
。
年
金
制

度
の
節
税
効
果
を
考
え
る
た
め
に
は
退
職
一
時
金
制
度

の
節
税
効
果
と
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
年
金
制
度
の
節
税
効
果
と
は
資

産
運
用
の
再
投
資
に
か
か
る
税
金
分
と
い
え
る
。
退
職

一
時
金
は
、
そ
の
給
付
原
資
を
法
人
税
等
を
支
払
い
な

が
ら
本
業
で
賄
う
が
、
年
金
制
度
は
、
掛
金
と
資
産
運

用
で
賄
う
。
年
金
制
度
と
退
職
一
時
金
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

上
の
差
は
、
資
産
運
用
と
税
引
き
後
の
企
業
収
益
の
差

に
な
る
。
税
の
問
題
は
こ
の
収
益
性
比
較
の
中
に
含
ま

れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
業
が
極
め
て
収
益
性
が
高
く
資
金

需
要
が
旺
盛
な
企
業
の
場
合
、
年
金
の
節
税
効
果
を
考

慮
し
て
も
年
金
制
度
よ
り
退
職
一
時
金
制
度
の
方
が
投

資
収
益
性
面
で
は
優
れ
る
場
合
も
あ
る
。

年
金
制
度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
効
果

年
金
制
度
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
与
え
る
メ
リ
ッ
ト
は

極
め
て
大
き
い
。
退
職
一
時
金
制
度
の
場
合
、
人
員
構

成
の
歪
み
に
よ
っ
て
毎
年
の
給
付
額
が
大
き
く
変
動
し

企
業
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
困
難
に
す

る
。
ま
た
、
金
融
危
機
と
大
量
給
付
が
重
な
っ
た
場
合

な
ど
、
資
金
繰
り
が
逼
迫
し
て
退
職
金
倒
産
に
追
い
込

ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
退
職
一
時
金
制
度
で
は
、
資

金
面
で
企
業
再
編
等
の
足
か
せ
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

年
金
制
度
が
あ
れ
ば
、
給
付
は
年
金
制
度
か
ら
実
施
さ

れ
企
業
の
一
時
的
な
資
金
負
担
は
な
い
。
そ
の
影
響
は

平
準
化
さ
れ
掛
金
に
反
映
さ
れ
て
く
る
。
ま
た
、
人
員

削
減
に
よ
り
当
初
の
見
込
み
と
実
績
と
の
乖
離
か
ら

差
益
が
発
生
し
掛
金
が
引
き
下
が
る
こ
と
も
あ
る
。

年
金
制
度
の
B
S
効
果

年
金
制
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
へ
の
影
響
は
、
退
職
給
付

の
原
資
を
簿
外
積
立
て
に
変
更
す
る
こ
と
で
生
ず
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
経
営
指
標
の
一
つ
で
あ
る
R
O
A
の
改
善
が

期
待
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
真
の
長
期
的
な
R
O
A
に
対

す
る
影
響
は
、
年
金
制
度
か
ら
の
収
益
も
考
慮
し
た
企

業
全
体
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
も
っ
と
複
雑
に
な

る
。
こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合
も
あ
り
深
く
は
触
れ
な
い
。

そ
の
他
の
効
果
と
し
て
、ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
等
か
ら
の
不

合
理
な
配
当
要
求
か
ら
資
産
保
全
が
図
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
退
職
一
時
金
制
度
で
は
、
給
付
の
増
加
に
伴
い
、
給

付
原
資
を
流
動
性
の
高
い
資
産
で
保
有
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
資
金
は
、
歓
迎
し
な
い
投
資
家
か
ら
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
る
可
能
性
も
高
い
。
年
金
制
度
で
は
所
有

権
が
移
転
し
外
部
留
保
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

年
金
制
度
の
P
L
効
果

年
金
制
度
の
P
L
へ
の
貢
献
は
、
資
産
運
用
益
に
よ
っ

て
給
付
費
用
の
一
部
が
賄
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
年
金

資
産
か
ら
獲
得
で
き
る
収
益
は
、
想
像
す
る
よ
り
は
る

か
に
大
き
い
。
例
え
ば
、
予
定
利
率（
資
産
の
期
待
運
用

収
益
率
）が
二
・
五
％
と
三
・
五
％
で
は
、
積
立
期
間
四

〇
年
で
比
較
す
る
と
、
一
人
当
た
り
の
コ
ス
ト
と
し
て
二

四
％
も
差
が
生
ず
る
。
昨
今
不
透
明
な
運
用
環
境
の

中
、
会
計
基
準
見
直
し
の
機
運
も
あ
り
リ
ス
ク
は
敬
遠

さ
れ
が
ち
だ
が
、
年
金
資
金
は
長
期
運
用
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
限
享
受
で
き
る
貴
重
な
資
金
で
あ
る
。
リ
ス
ク
と

リ
タ
ー
ン
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
P
L
効
果
の
最
大
化
を
狙

う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

ま
と
め

こ
の
よ
う
に
、
年
金
制
度
と
財
務
と
の
関
係
は
非
常

に
奥
深
い
。
効
率
的
な
運
営
の
た
め
に
は
年
金
の
特
性

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。
そ
の
上

で
企
業
財
務
全
体
と
の
整
合
性
を
勘
案
し
た
年
金
運

営
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
単
に
財
務
会
計
上
の
イ
ン

パ
ク
ト
を
最
小
化
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
よ
り
大
き
な

意
味
で
企
業
価
値
向
上
に
資
す
る
運
営
が
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

次
回
は
、
年
金
制
度
の
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
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